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根拠となる法律 

男女共同参画社会基本法 

ＤＶ防止法 

女性活躍推進法 広陵町総合計画 

広陵町 

男女共同参画行動計画 

○女性活躍推進法に基づく推進計画 

○ＤＶ防止法に基づく基本計画 

広陵町まち・ひと・しごと 
創生総合戦略 

広陵町地域防災計画 
広陵町避難所基本計画 
広陵町健康増進計画 
広陵町子ども・子育て 

支援事業計画 
広陵町介護保険事業計画 
広陵町高齢者福祉計画 
広陵町障がい者計画 
広陵町障がい福祉計画 
広陵町創業支援事業計画 
広陵町特定事業主行動計画 

○広陵町男女共同参画行動計画は、町の最上位計画
である総合計画に基づき、他の個別計画との整合
性を図った計画で関連する計画を男女共同参画の
視点で横断的にとらえる役割を果たします。 

広陵町自治基本条例 
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ジェンダーの平等を達成し、 

すべての女性と女児のエン 

パワーメントを図る 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                
 

1 持続可能な開発のための 2030 アジェンダ（SDGs）：平成 27 年（2015 年）年の国連サミットで採択された「持続可
能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された 2030 年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標。17 の
ゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っている。 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 

H30年度 R1年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度



6  

 

 

 

 

  



 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 



8  

 

  



 9 

 

 



10  

 

 



 11 

 



12  

 

  



 13 

 

12.1
14.6

17.4
20.2

23.0

26.6
28.6

11.6
13.9 16.6

20.0

24.0
28.7

31.7

11.1
11.6

13.3
15.5

19.2

23.4
26.3

0

10

20

30

40

平成2

(1990)

平成7

(1995)

平成12

(2000)

平成17

(2005)

平成22

(2010)

平成27

(2015)

令和2

(2020)

全国 高齢化率

奈良県 高齢化率

広陵町 高齢化率

(％)

(年)

【高齢化率】

18.2
16.0 14.6

13.8 13.2 12.6 11.9

18.6
16.3 14.8

13.9
13.2 12.4 11.7

21.2 20.1
18.3

17.0 16.0 15.4 14.8

0

10

20

30

平成2

(1990)

平成7

(1995)

平成12

(2000)

平成17

(2005)

平成22

(2010)

平成27

(2015)

令和2

(2020)

全国 年少人口割合

奈良県 年少人口割合

広陵町 年少人口割合

(％)

(年)

【年少人口割合】

 

 

 

 

 

  

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 
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23.1 25.6 27.6 29.5 32.4 34.6 38.1 

15.5 
17.4 18.9 19.6 

19.8 20.1 
20.1 

37.3 
34.2 

31.9 29.9 27.9 26.9 25.1 
5.7 6.0 6.5 7.1 7.5 7.6 7.7 

1.0 1.1 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3 17.2 15.4 13.6 12.1 10.3 8.6 6.8 0.2 0.3 0.4 0.5 0.9 0.9 0.9 
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男親と子ども

からなる世帯

女親と子ども

からなる世帯

夫婦と子ども

からなる世帯

夫婦のみの世帯

単独世帯

世帯人数(年)

(人)

8.1 9.1 9.9 10.3 11.2 12.4 15.9 
10.5 12.9 15.9 17.6 20.3 22.3 

24.0 

45.7 
46.9 

45.9 46.0 44.1 42.1 39.5 

4.8 5.0 
5.5 

5.8 7.0 7.3 
8.1 

0.9 

0.9 1.1 1.2 1.3 1.4 1.4 30.0 25.1 21.6 19.0 15.5 13.9 10.6 
0.0 0.0 0.1 0.3 0.6 0.6 0.5 

3.84
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世帯人数(年)

(人)

15.3 17.7 19.1 20.9 23.7 25.8 29.3 

14.9 
17.4 20.0 21.5 

22.4 23.4 23.9 

42.9 
40.0 37.6 35.0 32.5 

31.1 28.8 5.3 
5.6 

6.3 7.2 7.9 8.2 8.6 
0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.4 

20.6 18.1 15.7 13.9 11.6 9.6 7.3 0.1 0.2 0.2 0.3 0.6 0.6 0.6 

3.29
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2.78 2.63
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からなる世帯

夫婦と子ども

からなる世帯

夫婦のみの世帯

単独世帯

世帯人数(年)

(人)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）世帯類型別割合は、総数から世帯類型「不詳」を除いた世帯数を分母として算出している 

資料：総務省「国勢調査」 
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(年度)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国会は、衆議院・参議院各事務局調べ 

県議会、町議会は、総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府男女共同参画局「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する 

施策の推進状況」 
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資料：内閣府男女共同参画局「地方公共団体における男女共同 

参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況」 

 小中学校 校長 小中学校 教頭 

計 うち女性 女性割合 計 うち女性 女性割合 

平成 29(2017)年度 7 人 1 人 14.3％ 7 人 2 人 28.6％ 

平成 30(2018)年度 7 人 1 人 14.3％ 7 人 2 人 28.6％ 

令和元(2019)年度 7 人 1 人 14.3％ 7 人 2 人 28.6％ 

令和２(2020)年度 7 人 0 人 0.0％ 7 人 1 人 14.3％ 

令和３(2021)年度 7 人 0 人 0.0％ 7 人 1 人 14.3％ 

 小中学校 校長 小中学校 教頭 

計 うち女性 女性割合 計 うち女性 女性割合 

平成 29(2017)年度 300 人 25 人 8.3％ 315 人 44 人 14.0％ 

平成 30(2018)年度 299 人 28 人 9.4％ 314 人 57 人 18.2％ 

令和元(2019)年度 298 人 33 人 11.1％ 313 人 62 人 19.8％ 

令和２(2020)年度 288 人 38 人 13.2％ 302 人 64 人 21.2％ 

令和３(2021)年度 283 人 48 人 17.0％ 303 人 67 人 22.1％ 

資料：奈良県「学校基本調査結果」 
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資料：内閣府男女共同参画局「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関す

る施策の推進状況」 
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注)共働き世帯は、「夫、妻共に就業者である世帯」 

資料：総務省「国勢調査」 
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資料：総務省「国勢調査」（令和 2年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 
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資料：総務省「国勢調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 
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奈良県女性 全国女性

奈良県男性 全国男性

(千円)

(年)

 
令和元(2019)年 令和 2(2020)年 令和 3(2021)年 

全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 

奈良県 304.4 331.3 259.5 296.0 324.0 252.0 289.7 317.1 248.6 

全国 307.7 338.0 251.0 307.7 338.8 251.8 307.4 337.2 253.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)令和２年より有効回答率を考慮した推計方法に変更 

資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 
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全国DVセンター(右軸)
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注１）奈良県数値は、中央こども家庭相談センター（配偶者暴力相談支援センター）、高田こども家庭相談センタ

ー、女性センターの合計。 

注２）全国配偶者暴力相談支援センターの相談受付件数については、R2年度より開始された「DV 相談プラス」で

の相談件数を含む。 

資料：奈良県「奈良県の DV 相談状況等について」 
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勤務条件が合わない

介護や子育てがある

自分の能力や

技能に不安がある

自分の体力や

健康に不安がある

希望する業務内容

の募集がない

家族の理解や

協力が得られない

仕事を探す方法や

窓口が分からない

特に問題はない

その他

無回答

全体(n=107)

女性(n=81)

男性(n=21)
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90.6

80.7

71.7

69.6

50.3

30.8

29.1

25.8

2.1

1.4

92.4

83.2

74.5

71.8

51.6

32.8

28.6

22.9

2.0

1.8

88.1

77.5

67.9

66.6

47.9

27.7

29.8

29.8

2.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫やパートナー、家族

の理解、協力があること

職場の理解や協力があること

育児や介護等、休業が取得

しやすい職場環境であること

保育、子育て施設の充実

育児や介護のため退職しても

再雇用される制度があること

介護施設の充実

仕事の上での悩み事を何でも

相談できる場や窓口があること

女性自身の意識改革

その他

無回答

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)
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50.7

2.5

1.4

4.7

1.7

11.3

1.4

5.8

0.1

0.1

1.0

10.5

27.1

3.1

0.6

5.1

2.7

8.8

2.6

6.2

0.3

0.6

1.0

14.0

16.6

16.2

10.0

21.1

23.5

21.8

25.9

20.0

23.9

34.4

21.7

37.6

1.0

18.9

20.4

23.6

27.1

17.5

25.8

15.0

27.1

22.3

9.5

11.2

2.1

57.6

65.5

43.8

43.5

38.9

42.5

50.5

25.6

19.8

12.6

13.4

1.0

0.3

0.4

0.4

0.3

0.3

0.4

1.2

19.8

19.7

49.7

11.4

1.4

1.4

1.7

1.3

1.3

1.4

1.3

1.3

3.2

3.0

4.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費の確保

洗濯

①

②

料理

食事の後片付け

③

④

掃除

ゴミ出し

⑤

⑥

日常の買い物

家計管理

⑦

⑧

子どもの世話⑨

しつけ・教育

介護

⑩

⑪

地域活動への参加⑫

主に

男性が担う

どちらかといえば

男性が担う

男女が

同じ程度

どちらかといえば

女性が担う

主に

女性が担う

該当しない※ 無回答

現実の役割分担

(n=771)

17.9

0.5

0.2

1.1

1.0

4.2

0.2

1.0

0.1

0.1

0.2

2.8

36.5

1.6

0.3

5.1

1.3

8.4

0.9

2.3

0.2

0.6

1.5

9.0

37.8

56.8

52.7

71.6

74.4

68.4

58.7

54.7

73.3

82.9

80.5

77.0

0.7

28.6

32.8

13.0

13.8

9.4

28.4

26.8

15.3

6.3

7.3

2.7

0.5

5.4

7.0

2.3

2.5

2.7

5.1

8.1

3.0

2.1

2.5

1.3

6.5

7.0

6.9

6.8

6.9

6.9

6.7

7.0

8.0

7.9

7.9

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望の役割分担

(n=994)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「該当しない」は現実の役割分担のみの項目  
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22.7

17.6

18.7

13.6

10.9

6.4

5.5

3.9

1.3

48.7

2.0

4.5

21.5

25.1

11.4

2.8

6.0

2.6

1.6

1.6

1.8

52.3

1.3

6.2

0% 20% 40% 60%

年齢や見た目のことで

傷つくようなことを言われる

権力や立場が強いことを利用して嫌がらせ

をされる（パワー・ハラスメント）

「女(男)のくせに」「女(男)だ

から」と差別的な言い方をされる

体をさわられる・卑猥な話を聞かされる

結婚や交際についてしつこく聞かれる

しつこくつきまとわれる（ストーカー行為）

妊娠・出産を理由に嫌がらせや不当な扱い

を受ける（マタニティ・ハラスメント）

交際や性的行為を強要される

男性が育児のための制度を利用する

ことに対して嫌がらせや不当な扱いを

受ける（パタニティ・ハラスメント）

上記のような経験はない

その他

無回答
女性(n=595)

男性(n=386)
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3.1

2.2

4.7

4.3

2.8

3.2

1.6

0.9

0.0

7.0

6.6

4.2

3.4

2.7

6.4

30.6

27.2

36.0

23.2

26.2

28.8

25.8

22.2

41.9

34.9

23.0

40.3

36.8

36.0

46.8

36.8

37.5

36.3

29.0

41.1

35.2

44.4

40.7

25.8

32.6

45.9

37.5

32.2

37.3

31.9

27.1

30.9

21.0

42.0

28.0

30.4

28.2

34.3

24.2

23.3

24.6

16.7

25.3

20.0

12.8

2.4

2.2

2.1

1.4

1.9

2.4

0.0

1.9

8.1

2.3

0.0

1.4

2.3

4.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

29歳以下(n=69)

30～39歳(n=107)

40～49歳(n=125)

50～59歳(n=124)

60～69歳(n=108)

70歳以上(n=62)

29歳以下(n=43)

30～39歳(n=61)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=87)

60～69歳(n=75)

70歳以上(n=47)

男
性

女
性

【性別】

【性年齢別】

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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3.1

4.7

2.2

3.2

4.7

7.4

30.6

38.2

27.2

35.2

36.0

43.7

36.8

35.4

37.5

38.2

36.3

30.8

27.1

19.5

30.9

21.6

21.0

15.9

2.4

2.2

2.2

1.8

2.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

奈良県調査(n=1,439)

今回調査(n=595)

奈良県調査(n=903)

今回調査(n=386)

奈良県調査(n=517)

男
性

女
性

全
体

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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8.6

4.4

14.8

31.3

23.7

43.3

26.0

27.2

24.1

33.2

43.5

17.1

1.0

1.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

18.8

12.1

29.5

47.3

46.7

48.4

15.5

18.3

11.1

17.4

21.8

10.1

1.0

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

15.7

14.3

18.4

33.1

31.3

35.8

22.7

22.2

24.1

27.4

31.4

20.5

1.1

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)
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11.8

4.9

21.0

12.7

2.4

2.1

43.7

30.1

10.8

6.5

15.3

6.0

30.3

15.8

20.2

11.1

47.6

36.0

48.7

45.1

19.0

14.5

44.0

44.0

42.5

30.6

45.5

33.9

51.9

53.6

61.8

54.7

30.3

46.1

21.3

29.3

71.1

73.8

9.6

21.8

40.0

56.2

31.6

48.4

13.6

24.1

12.4

24.6

6.7

8.8

4.4

9.6

2.2

5.2

0.5

2.1

3.2

3.6

2.9

7.3

0.7

4.7

2.5

7.5

1.0

2.8

0.2

2.1

0.2

0.8

0.0

0.5

0.2

0.8

0.3

2.8

0.3

0.5

0.2

1.0

2.7

1.3

4.4

1.3

5.2

3.6

2.2

1.6

3.4

2.3

4.4

1.6

3.2

1.3

2.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

女性(n=595)

男性(n=386)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・

しきたり等

社会全体で

⑦

⑧

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答
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9.2

8.0

17.7

12.5

2.2

2.0

38.2

28.7

9.2

7.5

11.8

7.6

24.5

20.4

16.7

17.6

43.1

44.4

46.9

58.1

17.2

15.6

43.9

50.9

37.7

35.4

40.7

35.9

52.7

56.1

58.9

57.9

36.2

34.6

24.4

19.4

71.9

72.4

14.4

13.4

46.2

47.6

38.1

42.5

17.6

17.3

17.1

12.2

7.4

9.1

6.4

5.9

3.3

5.7

1.1

3.2

3.4

5.4

4.5

9.0

2.2

2.5

4.4

8.9

1.7

1.0

0.9

1.0

0.4

0.4

0.2

0.6

0.4

0.4

1.3

1.5

0.4

0.5

0.5

1.7

2.4

2.9

3.6

3.1

4.9

3.9

2.2

3.2

3.1

3.7

3.5

3.4

2.5

3.1

2.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

家庭生活

職場

①

②

学校教育の場

政治の場

③

④

地域活動の場

法律や制度上

⑤

⑥

社会通念・習慣・

しきたり等

社会全体で

⑦

⑧

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が

優遇されている

平等である どちらかといえば

女性の方が

優遇されている

女性の方が

非常に優遇

されている

無回答
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31.9

32.3

31.1

49.4

50.8

47.9

8.7

7.6

10.6

5.6

4.5

7.3

4.4

4.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=994)

女性

(n=595)

男性

(n=386)

そう

思う

どちらかと

いえばそう

思う

どちらかと

いえばそう

思わない

そう

思わない

無回答

67.5

59.7

56.3

56.2

55.1

50.7

47.9

43.4

40.6

33.4

24.0

20.2

16.6

2.0

2.4

67.4

60.5

61.7

55.5

58.9

55.9

51.2

48.8

43.3

35.4

24.3

23.1

18.6

1.4

2.4

68.9

58.7

48.5

58.4

49.2

43.0

42.0

35.1

36.4

30.2

23.6

15.4

13.4

2.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

カミングアウト後、周囲の理解

が得られない・態度が変化する

いじめ（悪口・嫌がらせ

など）を受ける

自認する性として利用できる施設・

設備が少ない（トイレ・更衣室など）

家族、友人など周囲

の人に相談できない

性的マイノリティの権利を守る

ための法整備が進んでいない

夫婦と同様に、同性パートナー

との関係を認めてもらえない

就職・就業において偏見・差別がある

性別の記入を求められる書類が多い

行政機関などの相談・

支援体制が不十分である

自認する性と異なるふる

まいや服装などを強要される

住居選択において偏見・差別がある

福利厚生において偏見・差別がある

医療の場において偏見・差別がある

その他

無回答

全体(n=808)

女性(n=494)

男性(n=305)
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11.3

13.9

6.7

68.9

66.7

73.1

15.4

14.6

16.1

4.4

4.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=994)

女性

(n=595)

男性

(n=386)

ある ない わからない 無回答

51.8

43.8

42.9

29.5

26.8

17.0

14.3

10.7

3.6

7.1

1.8

63.9

55.4

36.1

24.1

33.7

18.1

3.6

3.6

1.2

6.0

1.2

19.2

11.5

57.7

42.3

7.7

11.5

46.2

34.6

11.5

11.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80%

仕事と家事・育児・介護

を両立する負担が大きい

家事、育児ができて

当たり前と言われる

なにかにつけ「男だから、女だから」

「男のくせに、女のくせに」と言われる

自分のやりたい仕事を

自由に選べないことがある

やさしくて、よく気がつき、

従順であることを求められる

責任のある仕事を任せてもらえない、

決定権のある役職に就けない

仕事の責任が大きい、仕事

ができて当たり前と言われる

「酒が飲めないのか」「力が弱い」「運動

が苦手だ」とバカにされたり、からかわれる

「家族を1人で養わなくて

はならない」と言われる

その他

無回答
全体(n=112)

女性(n=83)

男性(n=26)
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64.9

47.1

40.3

37.1

26.1

25.5

5.1

3.4

2.8

67.6

47.9

40.5

36.0

26.2

24.2

4.0

3.9

3.2

61.9

45.9

39.6

39.1

25.1

27.5

7.0

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

日頃から性別や年齢にかかわらず多様

な人が協力して地域のことを進める

性別や年齢にかかわらず多様な

人が多く参加する防災訓練の実施

防災に関する会議の女性委員の割合を増やす

男女共同参画の視点を取り入れ

た防災の研修・講座の実施

地域で防災活動に参画

する女性リーダーの養成

男女共同参画の視点を取り入れた

啓発冊子やマニュアルの作成・配布

特に必要なことはない

その他

無回答

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)
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65.8

57.9

55.9

50.9

48.5

46.8

35.6

34.6

26.9

19.9

15.5

2.9

2.8

2.5

70.3

60.7

57.3

53.6

46.9

49.4

36.0

35.8

26.7

19.7

14.1

1.7

2.4

2.7

59.6

53.6

54.1

46.1

51.3

43.0

34.7

32.6

27.5

19.9

18.1

4.9

3.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

子育て中や介護中であっても

仕事が続けられるような支援

保育サービスの充実

子育てや介護等でいったん

仕事を辞めた人の再就職の支援

介護サービスの充実

法律や制度の見直し

労働時間の短縮や在宅

勤務等、働き方の見直し

審議会委員等、政策決定の

場への女性の積極的な登用

民間企業や団体等の管理職に

女性の登用が進むような支援

相談の場の提供

男女共同参画に関する学習機会の充実

男女共同参画に関するPRや広報の充実

特にない

その他

無回答

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)
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29歳以下

5.4% 30～34歳

11.0%

35～39歳

11.4%

40～44歳

9.9%

45～49歳

11.0%
50～54歳

11.4%

55～59歳

10.5%

60～64歳

11.4%

65～69歳

9.2%

70歳以上

8.7%

(n=446)

している

65.9%

していない

34.1%

(n=446)
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67.3

58.2

52.4

48.0

46.3

41.8

38.1

37.4

36.1

23.8

20.4

17.7

16.7

13.6

11.2

4.4

1.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

家計が楽になる・貯蓄できること

生活にメリハリができること

社会や人と関わって視野が広がること

仕事が楽しい・やりがいがあること

自由に使えるお金が増えること

自分の技術・経験・資格等を活かせること

知り合いや友人の幅が広がったこと

働くことで自己肯定感が高まること

社会の役に立てること

能力を高められること

自立した経済基盤が得られること

家・車など大きな買い物ができたこと

子どもの進路や習い事の選択肢が広がること

対等な夫婦関係が築けること

家族を養えたこと

家事の分担ができたこと

その他

無回答 (n=294)
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28.3

19.1

18.4

16.4

13.8

11.2

9.2

9.2

7.9

7.9

5.9

4.6

3.3

2.6

2.6

2.0

1.3

0.0

15.1

0.7

0% 20% 40%

家事のため

定年を迎えたため

育児のため

心身の健康上の理由のため

夫(パートナー)の給料が十分であるため

家族の介護や看護のため

子どもを預ける環境が整っていないため

条件に合う職場がない（採用されない）ため

育児や介護との両立が難しいため

やりたいことが見つからないため

十分な蓄えがあるため

結婚した（する）ため

出産した（する）ため

求職活動中のため

資格やスキルを取得中のため

夫(パートナー)が家に帰るのが遅いため

夫(パートナー)や家族の理解がない(反対される)ため

学生のため

その他

無回答 (n=152)
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63.5

50.8

50.4

47.3

46.5

34.6

29.2

27.3

25.8

20

19.2

17.7

16.2

11.9

4.2

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

家計のため

貯蓄するため

生活にメリハリをつけるため

自由に使えるお金が欲しいため

社会や人と関わるため

自分の技術・経験・資格等を活かすため

社会の役に立ちたいため

仕事が好きなため

視野を広げるため

自立した経済基盤を得るため

能力を高めるため

働くことが当然だと思うため

借金(ローン･奨学金など)返済のため

時間に余裕が出来たため

家業のため

その他 (n=260)
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91.0

69.7

68.2

65.0

63.9

63.0

55.4

47.1

45.7

40.4

33.6

32.5

28.7

28.0

26.5

25.6

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅からの距離

ライフスタイルに合った勤務時間

相談できる上司や同僚（良好な

人間関係）がいる職場環境

雇用条件が明確であること

休暇が取りやすい職場環境

就業規則・賃金規定

等の定めがあること

給料（時給）が高い

清潔なトイレ等の設備

健康への配慮

評価が給料に反映される

知識や技術が習得できること

社会貢献につながる仕事内容

社風･社長の人柄

時間有休の取得ができる

正社員としての雇用

女性が活躍している職場環境

育児休暇･介護休暇等の充実

24.2

22.9

22.6

22.4

18.2

17.5

16.8

11.4

7.2

6.5

4.5

3.6

1.6

1.1

0.2

2.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

給料･昇進等に

男女格差がない

責任のある仕事内容

コロナ対策の徹底

仕事の将来性

研修制度があること

フレックスタイム制

勤務や短時間勤務

シフト制勤務

テレワークも可能な働き方

保育施設からの距離

自宅でできる内職

子連れ出勤ができる

インターンシップ

制度があること

完全なテレワーク

作業場での内職

商業施設からの距離

その他

無回答 (n=446)
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防災士の女性比率

－
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63.8

56.2

1.6

2.2

1.1

3.3

20.6

25.8

0.4

0.7

9.7

10.0

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

仕事を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方が良い

結婚を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に家庭に入り、あとは仕事を持たない方が良い

出産を機会に退職し、子どもが大きくなったら再び仕事を持つほうが良い

女性は仕事を持たないほうが良い

その他

無回答
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ポジティブ・アクションの必要性とその効果 

Ⅰ．労働意欲、生産性の向上 －性にとらわれない公正な評価により活力を創出－  

Ⅱ．多様な人材による新しい価値の創造 －多様な個性による新たな発想－  

Ⅲ．労働力の確保 －労働者に選ばれる企業へ－  

Ⅳ．外部評価（企業イメージ）の向上 －人を大切にするというイメージの獲得－  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 
固定的な性別による役割分担意識や過去の経緯から、男女労働者の間に事実上生じている差があるとき、 

それを解消しようと、企業が行う自主的かつ積極的な取り組みのこと。 

ポジティブ・アクションは、単に女性だからという理由だけで女性を「優遇」するためのものではなく、これまでの 

慣行や固定的な性別の役割分担意識などが原因で、女性は男性よりも能力を発揮しにくい環境に置かれている場合

に、こうした状況を「是正」するための取り組み。 

※特定事業主行動計画・一般事業主行動計画 
平成 15年 7月に成立した「次世代育成支援対策推進法」において、国の各府省や地方公共団体等は「特定事業

主」、一般企業は「一般事業主」として、自らの社員・職員の子どもたちの健やかな育成のために策定する計画をい

う。 
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76.8

72.9

54.6

43.2

28.9

25.4

18.3

0.2

1.3

71.8

58.8

51.3

32.1

26.4

26.4

15.0

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

夫婦や家族間のコミュニケーションをはかる

男女が共同で家事に関わることに対する、

男女それぞれの抵抗感をなくす

労働時間の短縮や休暇制度の普及により、

仕事以外の時間の拡大をはかる

まわりの人が、夫婦の役割分担等

について当事者の考え方を尊重する

男女が共同で家事等に関われる

ような啓発や情報提供を行う

家事育児について男女とも

に相談しやすい窓口を設ける

研修や講座の開催により、男女が共同で

家事等に関われるように知識や技能を高める

特に必要なことはない

わからない
女性(n=595)

男性(n=386)
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2 L G B T Q
エルジービーティーキュー

とは、以下の頭文字をつなげた言葉。性的少数者のこと。 
Lesbian（レズビアン）…身体の性が女性で、女性が恋愛対象になる人 
Gay（ゲイ）…身体の性が男性で、男性が恋愛対象になる人 
Bisexual…（バイセクシャル）相手の性別によって恋愛対象が制限されない人 
Transgender…（トランスジェンダー）心の性別と身体の性別が異なる人 

Questioning…（クエスチョニング）自分の性別や性的指向が定まらないか、決めていない人 
3 SOGI：性的指向（Sexual orientation）と性自認（Gender identity）の頭文字をとって、すべての人の性のあり方を

示す言葉。性表現（Expression）を含めて SOGIE（ソジ―）と表現することもある。 
4 リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）：リプロダクティブ・ヘルスとは、性と生殖にかかわるす

べてにおいて、身体的にも精神的にも社会的にも良好な状態であること。リプロダクティブ・ライツは、リプロダクテ
ィブ・ヘルスを実現するために保障されなければならない、自己決定などの諸権利のこと。 

5 相対的貧困率：等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の貧困線（中央値の
半分）に満たない世帯員の割合のこと。可処分所得とは、所得から所得税、住民税、社会保険料及び固定資産税を差
し引いたものをいう。 
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さまざまな困難を抱えている人が安心して暮らせるように、人権尊重の観点からそれぞれの状況

に応じて必要な支援に取り組む必要があります。  
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9 ＪＫビジネス：主として「JK」（女子高校生）などの未成年者を雇い、表向きには性的サービスを行わない健全な営業を

装いながら、「裏オプション」等と称し、性的なサービスを客に提供させるもの。 

10 ＳＮＳ：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で登録された利用者同士が交流できる Web 上のサービスのこ

と。 

11 二次被害：被害を明らかにした後に周囲からの言動でさらに傷つけられる行為。 
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23.2

9.8

75.1

88.9

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=595)

男性(n=386)

されたことがある されたことがない 無回答

8.3

1.7

89.7

95.6

2.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=555)

男性(n=410)

直接経験したことがある 直接経験したことはない 無回答
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3.1

4.5

2.2

3.1

4.7

6.6

30.6

23.5

27.2

21.4

36.0

26.1

46.0

47.0

44.6

36.8

12.6

37.5

14.4

36.3

10.2

27.1

11.6

30.9

12.6

21.0

10.2

2.4

1.8

2.2

1.4

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=994)

前回調査(n=969)

今回調査(n=595)

前回調査(n=555)

今回調査(n=386)

前回調査(n=410)

男
性

女
性

全
体

賛成 どちらかといえば賛成 どちらでもない※ どちらかといえば反対 反対 無回答 

※「どちらでもない」は前回調査のみの項目 
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11.3

13.9

6.7

68.9

66.7

73.1

15.4

14.6

16.1

4.4

4.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=994)

女性(n=595)

男性(n=386)

ある ない わからない 無回答
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No 応募作品(川柳) 作品に関するエピソードや思い 

1 いろいろな いきかたみとめるって いいよね 

ジェンダーフリーのいいところは多々あるのですが、

こうあるべきという「型」にしばられず、いろんな、

そして素直な生き方ができるってことではないかな、

と思っています。それは、周りのみんなが、とやかく

言うのではなく、認めることから始まるのではないか

と考えるわけです。そんな思いをしみじみと表してみ

ました。 

2 変わっても困らないよに名付けする 
最近は男の子か女の子かわからない名前が多くなって

きたように思います。将来、自分の性に疑問を持った

時困らなくていいんじゃないでしょうか。 

3 孫欲しい A セク相手に そりゃ困る 

常日頃親や親戚から早く結婚して孫の顔を見せろと言

われて困るので。自分は Aセクシャルなので結婚も考

えていないが、セクシャルマイノリティである事を話

して理解が得られると思えない為、打ち明けられずに

ずるずるときています。 

4 ジェンダーレス男も女も関係ねぇ 
性別年齢関係なく、お互いに 1人の人間として敬意を

持って接する事ができる世の中になればいいですね。 

5 若いから？現場作業に年の差無し   

6 男女別？混浴風呂には意味不明   

7 ジェンダーで 直して我が家の 女性上位   

8 ジェンダーで 改善我が社の 女性上位   

9 とうらぶの タカラジェンヌ かっこいい 

 とうらぶは刀剣乱舞の略称です。日本刀の名刀を擬人

化した「刀剣男子」を育成するゲームです。ゲームを

原作とした舞台があります。「刀剣男子」は、男性の

俳優が演じていますが、来年の公演では元宝塚の方々

が演じます。出演者が発表された時、インターネット

上で炎上してしまいました。 でも、ビジュアルが公

開されるとかっこいいんです。女性が男性を演じても

良いし、男性が女性を演じても良いと思いました。 

10 ママ残業 パパ育メンで 奮闘中   

11 男女差の 垣根をなくし 良い未来   

12 パパ友と 意見交換する 職場   

13 野良仕事 男の特権 立ちションおやじ   

14 カレンダー 夫婦でメモる 当番表   
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